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瀧
川
政
次
郎
著

　
「
聾
辮
遵
公
專
宿
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
1
公
事
宿
編
述
「
秘
下
會
」
の
紹
介

　
一
　
明
治
維
新
以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
縷
受
に
と
も
な
い
、
辮
護
士
制
度

も
ま
た
移
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
徳
川
時
代
に
も
、
公
事
師
、
公
事
宿

な
る
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
が
大
膿
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
リ
シ
タ
ー
に

該
當
す
る
業
務
を
螢
ん
で
い
た
こ
と
は
、
一
般
に
も
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
史

實
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
そ
れ
に
關
す
る
ま
と
ま
つ
た
研
究
は
、
轍
年
前
ま

で
、
奥
耶
昌
洪
氏
が
大
正
三
年
に
出
版
さ
れ
た
「
日
本
辮
護
士
史
」
中
の
記
述

を
の
ぞ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
奥
李
氏
は
專
門
の

法
制
史
家
で
は
な
か
つ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
徳
川
時
代
法
制
一
般
の
知
識
の

敏
如
が
め
だ
ち
、
公
事
師
、
公
事
宿
に
關
す
る
そ
の
記
述
は
、
か
な
ら
ず
し
も

信
を
お
き
え
な
い
貼
が
多
か
つ
た
。
例
え
ば
民
間
に
も
ぐ
つ
て
い
る
非
公
認
の

公
事
師
と
、
幕
府
に
冥
加
金
を
納
め
て
公
認
さ
れ
た
公
事
宿
の
公
事
師
と
を
匠

別
せ
ず
、
前
者
の
資
料
の
み
に
よ
つ
て
徳
川
時
代
の
公
事
師
、
公
事
宿
全
般
を

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

読
明
し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
犯
罪
性
を
お
び
た
職
業
で
あ
り
、
世
人
か
ら
蛇
蝿

親
さ
れ
て
い
た
と
結
論
さ
れ
て
い
る
が
ご
と
き
（
同
書
・
一
三
頁
）
、
そ
の
論

説
に
は
、
致
命
的
鮫
陥
を
も
ふ
く
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
書
の
記
述
は
、
他
に
專
門
史
家
の
螢
作
が
な
い
た
め
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
た

多
く
の
辮
護
士
史
關
係
の
著
書
に
も
利
用
さ
れ
　
（
例
え
ば
目
本
辮
護
士
會
編

「
辮
護
士
史
」
・
昭
和
一
四
年
刊
、
大
阪
辮
護
士
會
編
「
大
阪
辮
護
士
史
稿
」
・

昭
和
一
二
年
刊
な
ど
）
、
ま
た
最
近
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
日
本
辮
護
士

史
の
論
考
に
も
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
歌
況
で
あ
つ
た
へ
R
・
ラ
ピ
ノ

ウ
イ
ッ
「
日
本
辮
護
士
の
史
的
爽
達
」
　
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
・
一
九
五
七
年
三
月

號
）
。
近
時
、
徳
川
時
代
法
制
史
の
研
究
は
か
な
り
活
濃
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
辮
護
士
前
史
と
い
う
べ
き
公
事
師
、
公
事
宿
の
研

究
が
放
置
さ
れ
て
き
た
の
は
、
法
制
史
家
の
大
き
な
怠
慢
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
そ
5
し
た
状
況
を
遺
憾
と
さ
れ
た
瀧
川
政
次
郎
博
士
は
、
昭
和
二
十
六
年
、

日
本
辮
護
士
連
合
會
の
機
關
誌
「
自
由
と
正
義
」
に
「
公
事
師
と
公
事
宿
」
と

題
す
る
一
文
を
公
に
さ
れ
（
第
二
巻
二
號
）
、
法
制
史
家
と
し
て
は
じ
め
て
同

問
題
に
關
す
る
素
描
を
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
籔
年
、
博
士
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
は
、
さ
ら
に
多
く
の
史
料
を
探
索
さ
れ
、
今
般
、
「
日
本
辮
護
士

前
史
・
公
事
宿
の
研
究
」
（
早
稻
田
大
學
比
較
法
研
究
所
紀
要
第
八
號
）
と
し

て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
待
望
久
し
き
徳
川
時
代
の
公
事
師
、
公
事
宿
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
一
〇
〇
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

す
る
本
格
的
研
究
が
は
じ
め
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
法
制
史
學
界
に
お
い
て

建
に
貴
重
な
牧
穫
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
　
本
書
は
、
前
中
後
の
三
編
か
ら
成
り
、
前
編
で
は
、
徳
川
時
代
の
公
事

師
、
公
事
宿
の
概
読
が
行
わ
れ
、
中
、
後
の
爾
編
は
、
博
士
が
籔
年
前
に
稜
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
カ
　
エ

さ
れ
た
大
阪
地
方
公
事
宿
の
記
録
「
秘
下
會
」
（
「
控
」
の
意
味
）
の
解
題
と
覆

刻
に
當
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
博
士
は
「
公
事
師
」
と
い
う
名
構
を
考
謹
さ
れ
、
「
公
事
」
は
徳
川
時

代
で
は
「
訴
訟
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
師
」
は
或
る
職
業
に
從
事
す
る
者
を
指

し
、
そ
の
職
業
は
大
盟
に
い
か
が
わ
し
い
渡
世
で
、
娘
師
、
箱
師
の
部
類
に
、

公
事
師
も
馬
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
公
事
師
が
關
係
し
た
訴
訟
は
「
出

入
物
」
（
大
髄
に
お
い
て
民
事
訴
訟
）
で
あ
り
、
「
吟
味
物
」
（
大
艦
に
お
い
て

刑
事
訴
訟
）
に
は
原
則
と
し
て
無
關
係
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る
。

　
訴
訟
す
る
者
に
た
の
ま
れ
、
告
訴
の
仕
方
を
教
え
、
ま
た
訴
訟
文
書
の
作
り

方
を
教
授
す
る
公
事
師
は
、
徳
川
時
代
の
初
期
か
ら
存
在
し
た
が
、
後
ち
に
幕

府
の
禁
ず
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
の
で
、
か
れ
ら
の
中
で
族
籠
屋
を
象
業
し
て
い

る
者
だ
け
が
禁
止
の
眼
を
の
が
れ
、
ま
た
そ
う
で
な
い
者
の
多
く
は
、
そ
う
し
た

旋
籠
屋
の
下
代
と
な
つ
た
。
旅
籠
屋
の
主
人
は
止
宿
人
の
假
の
家
主
で
あ
り
、

公
事
訴
訟
の
た
め
に
出
府
し
た
百
姓
の
差
添
と
し
て
奉
行
所
に
出
頭
す
る
。
訴

訟
人
を
專
門
に
泊
め
る
族
籠
屋
（
公
事
宿
）
の
主
人
は
、
本
來
の
公
事
師
で
あ

る
か
ら
、
訴
訟
事
務
に
明
か
る
い
の
で
、
書
類
の
作
成
そ
の
他
の
織
で
、
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
一
〇
〇
八
）

人
を
援
助
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
慣
習
を
、
幕
府
は
獣
認
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
、
徳
川
中
期
以
降
に
な
る
と
、
途
に
は
公
認
の
姿
に
な
り
、
冥
加
（
管

業
粉
）
を
徴
し
、
渡
世
株
（
誉
業
権
）
を
み
と
め
る
に
至
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

世
間
の
叫
部
に
は
も
ぐ
り
の
公
事
師
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
、
博
士
は

大
衆
小
説
を
讃
む
が
．
こ
と
き
耶
易
な
表
現
に
托
し
て
明
解
に
述
べ
ら
れ
、
も
ぐ

り
の
公
事
師
と
公
事
宿
の
公
事
師
と
は
、
は
つ
き
り
塵
別
す
べ
き
こ
と
を
力
諌

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
　
つ
づ
い
て
公
事
師
に
關
す
る
明
暦
以
降
の
禁
令
籔
種
、
お
よ
び
公
事
宿

に
關
す
る
貞
享
以
前
か
ら
の
法
令
を
多
数
あ
げ
て
解
読
さ
れ
て
い
る
が
、
徳
川

時
代
の
多
数
の
法
令
關
係
文
書
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
を
槍
索
さ
れ
た
博
士

の
努
力
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
次
に
、
馬
喰
町
に
集
ま
つ
て
い
た
公
事
宿
に
關
す
る
古
川
柳
約
五
十
を
あ

げ
、
一
つ
一
つ
く
わ
し
い
読
明
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
箪
に
古

川
柳
の
研
究
と
し
て
み
て
も
、
き
わ
め
て
有
盆
な
多
く
の
考
謹
を
ふ
く
ん
で
い

る
。
古
川
柳
の
解
羅
で
も
、
も
の
に
よ
つ
て
は
徳
川
時
代
法
制
に
關
す
る
該
博

な
知
識
な
し
に
は
到
底
な
し
え
な
い
事
實
を
、
切
實
に
痛
感
せ
し
め
ら
れ
る
日

節
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
江
戸
、
大
阪
の
公
事
宿
の
状
況
、
生
態
お
よ
び
實
際
の
活
動
吠
況

が
、
各
種
の
資
料
に
も
と
づ
き
、
精
細
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は

博
士
の
輕
妙
な
筆
致
が
ま
す
ま
す
さ
え
、
當
時
に
お
廿
る
民
事
訴
訟
の
實
態



を
、
生
々
し
く
わ
れ
わ
れ
に
傳
え
て
く
れ
る
。
と
か
く
法
律
制
度
の
読
明
は
、

箪
に
法
令
の
條
文
を
通
じ
て
概
念
的
な
記
述
に
な
が
れ
や
す
い
が
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
現
實
感
を
と
も
な
つ
た
解
読
は
、
徳
川
時
代
の
訴
訟
制
度
の
研
究
と
し

て
、
お
そ
ら
く
室
前
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
前
編
の
最
後
に
、
博
士
は
公
事
宿
制
度
が
護
生
し
た
原
因
と
し
て
、
営
時
の

訴
訟
制
度
が
複
難
で
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
「
籔
あ
る
江
戸
時
代

の
公
事
宿
に
は
、
眞
實
に
公
事
人
の
た
め
を
思
い
、
親
切
に
訴
訟
の
世
話
を
し

た
賞
讃
す
べ
き
公
事
宿
も
決
し
て
少
く
は
な
か
つ
た
と
思
う
。
…
…
當
代
の
公

事
師
、
公
事
宿
に
は
、
悪
辣
な
手
段
を
弄
す
る
檜
む
べ
き
人
間
が
た
く
さ
ん
い

た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
以
て
彼
等
の
全
部
を
律
す
る
こ
と
は
、
今
日
少
籔
の

悪
徳
辮
護
士
を
以
て
、
辮
護
士
全
膣
を
律
す
る
の
と
同
様
に
、
甚
だ
間
違
つ
た

考
え
で
は
な
い
か
と
思
う
」
（
七
六
頁
）
と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
寡
に
公
李
な

史
家
の
結
論
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
中
編
は
、
あ
ら
た
に
大
阪
で
博
士
が
探
訪
さ
れ
た
記
録
「
秘
下
會
」
の

成
立
年
代
、
編
者
の
居
住
し
た
瓜
破
村
の
裁
到
官
轄
、
庄
屋
名
主
の
司
法
事

務
、
ま
た
同
記
録
の
脛
濟
史
的
意
義
な
ど
を
解
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
博
士

に
よ
る
と
、
同
記
録
は
、
天
保
十
四
年
以
後
、
嘉
永
四
年
ま
で
の
間
に
、
大
阪

公
事
宿
の
主
人
が
、
そ
の
定
得
意
と
す
る
大
阪
町
奉
行
所
管
内
の
名
主
庄
屋
の

要
望
に
答
え
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
司
法
事
務
に
關
す
る
書
類
の
雛
形
を
書
き

あ
た
え
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
下
編
は
、
詳
し
い
博
士
の
註
解
を

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

附
し
た
同
記
録
の
覆
刻
で
あ
る
が
、
珍
重
す
べ
き
徳
川
時
代
民
事
訴
訟
の
實
讃

的
研
究
資
料
と
し
て
、
將
來
、
多
く
の
史
家
に
よ
つ
て
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
私
は
、
本
書
が
箪
に
法
律
學
の
專
門
家
の
み
な
ら
ず
、
徳
川
時
代
の
歴
史
に

多
少
と
も
興
味
を
有
す
る
人
々
に
、
廣
く
讃
ま
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
な

い
（
早
稻
田
大
學
比
較
法
研
究
所
刊
・
定
償
三
〇
〇
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
　
豊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
（
一
〇
〇
九
）


